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あとがき

　最後に「認知症ケアの心」について、象徴的な物語をご紹介します。
　「足もとのおぼつかない幼い子（１歳半くらい）が公園を歩いていました。ところ
が何かのはずみで転んで泣き出しました。するとそこに４歳くらいの女の子が駆け
寄ってきました。助け起こすのかなと思ったら、女の子は倒れている小さい子の傍ら
で自分も腹這いになり、幼い子を見てにっこり笑いかけました。泣いていた子もつら
れて泣きやみ、にっこりしました。女の子は「起きようね」と言うと小さい子も「う
ん」と言って一緒に立ち上がり、手をつないで歩いて行きました。」女の子は、まず
駆け寄ります。そして上から引き起こすのではなく、一緒に立ち上がろうとする優し
さを表現しています。自ら起き上がる力とその可能性を信じ、それを果たした喜びを
共に味わう事、ケアをする人の心の本質がここにあります。これは、「認知症のケア」

（長谷川和夫著・永井書店）にある一節です。
　認知症と正面から向かい合い、専門医も非専門医の先生方も、また家族も介護者も
共々に認知症患者と苦楽を共にしていくことが、「認知症ケアの心」ではないでしょ
うか。
　それでは、「認知症治療」のタ－ゲット・ポイント（獲得目標）とは、一体なんな
のでしょうか？「抗認知症薬」を投与しても「先生！母のもの忘れは、全然，良くな
りません。」外来でよくある光景です。私はこのようにご家族に述べます。「主治医の
僕ですら、ご家族の皆さんも、年々、記憶力は落ちますよね！」「お母さんも同じです！」

「ましてや、認知症を患っておられたら、記憶力低下は進行します！これを、少しで
も遅らせて、お母さんらしく、今の生活能力（ADL）を維持できることが、医療と
介護の成功の証ですよ！」と。つまり、その方の生活能力（ADL）が保たれる・維
持出来ていることが大切な獲得目標なのです。それを、ご本人やご家族が、ご負担な
く、満足できているか否か？認知症患者様とそのご家族が「ベスト」の選択はかなり
難しいでしょう。「ベター」な生活を選択できるよう、「主治医」「ご家族」「介護者」「行
政」が力を結集して、「認知症患者」へ「心のケア」・「生活のケア」・「医療のケア」・

「介護のケア」・「生活環境のケア」・「地域のケア」がお互いに共有出来れば、「認知症
の方が、住み慣れた地域で、その方らしく生活できる環境」が初めて作られるのでは
ないでしょうか。
　この「認知症家族・介護者のための認知症・BPSD 介護マニュアル」（第２版）が、
現場のより多くの皆様に、お役立て頂けることを心から念願しております。

2019 年４月
葛飾区医師会　認知症対策委員会委員長
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